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問題１ 問題２ 問題３ 問題４ 問題５ 問題６ 問題７ 問題８ 

 

Ｃ Ｅ Ｂ Ｅ Ａ Ｃ Ｅ Ｂ 

問題９ 問題 10 問題 11 問題 12 問題 13 問題 14 問題 15  

Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 
問 

 

題 

 

16 

① ② ③ ④ 
 

7.1 1,150 8.3 1,082 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

1,130 0.6 1,261 4.6 

 

 
問  

  

題 

 

17 

① ② ③ ④ 
 

156 －84 242 82 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

－298 102 298 298 

 

 

問 

 

題 

 

18 

① ② ③ ④ 

 

𝑒−𝛿(𝜏−𝑡) 𝜇𝑥+𝜏 
𝑒𝛿𝑡

𝑙𝑥+𝑡 ∙ 𝑏𝑥+𝑡
 𝑙𝑥+𝑡𝑏𝑥+𝑡 𝑉𝑥𝑡  

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

−�̅�𝑡
(𝑥)

𝜇𝑥+𝑡 𝑃𝑡 − 𝑙𝑜𝑔 𝑙𝑥+𝑡 𝑙𝑜𝑔 𝑏𝑥+𝑡 

⑨ ⑩   

𝜇𝑥+𝑡 𝑉𝑥𝑡  −𝜆𝑥+𝑡 𝑉𝑥𝑡    
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科目 

 

 

年金数理 

受験番号 

 

 

公益社団法人 日本年金数理人会 

問題 19 ←問題番号を記入すること。 

（1） 

𝑥1歳、𝑥2歳、𝑥3歳の新規加入者数をそれぞれ𝑘1、𝑘2、𝑘3とすると、 

𝑘1 ∶ 𝑘2 ∶ 𝑘3 = 𝑎 ∶ 𝑏 ∶ 𝑐 

𝑘1 ∙ 𝜀𝑥1
+ 𝑘2 ∙ 𝜀𝑥2

+ 𝑘3 ∙ 𝜀𝑥3
= 𝐿 

これを解くと、 

𝑘1 = 𝑎 ∙ 𝐿
(𝑎 ∙ 𝜀𝑥1

+ 𝑏 ∙ 𝜀𝑥2
+ 𝑐 ∙ 𝜀𝑥3

)⁄   

𝑘2 = 𝑏 ∙ 𝐿
(𝑎 ∙ 𝜀𝑥1

+ 𝑏 ∙ 𝜀𝑥2
+ 𝑐 ∙ 𝜀𝑥3

)⁄   

𝑘3 = 𝑐 ∙ 𝐿
(𝑎 ∙ 𝜀𝑥1

+ 𝑏 ∙ 𝜀𝑥2
+ 𝑐 ∙ 𝜀𝑥3

)⁄   

（2） 

この問題において、以降𝑟 = 𝑥𝑟と表記する。 

定常人口を仮定しているので、毎年発生する後発過去勤務債務は、𝑥2歳と𝑥3歳で加入する新規加入者

の加入時責任準備金相当額である。 

𝑥2歳の人、1人あたりの責任準備金は、 

(𝐷𝑟 ∙ �̈�𝑟 − 𝑃𝐸 ∙ ∑ 𝐷𝑦
𝑟−1
𝑦=𝑥2

)
𝐷𝑥2

⁄   

ここで、�̈�𝑟 = 𝑁𝑟/𝐷𝑟 、 𝑃𝐸 = 𝑁𝑟/(𝑁𝑥1
− 𝑁𝑟) を代入すると、 

=
𝑁𝑟

𝐷𝑥2

∙  
𝑁𝑥1

− 𝑁𝑥2

𝑁𝑥1
− 𝑁𝑟

 

同様に、𝑥3歳の人、1 人あたりの責任準備金は、 

𝑁𝑟

𝐷𝑥3

∙  
𝑁𝑥1

− 𝑁𝑥3

𝑁𝑥1
− 𝑁𝑟

 

よって、毎年発生する後発過去勤務債務の額は、 

𝑏 ∙ 𝐿

𝑎 ∙ 𝜀𝑥1
+ 𝑏 ∙ 𝜀𝑥2

+ 𝑐 ∙ 𝜀𝑥3

∙
𝑁𝑟

𝐷𝑥2

∙  
𝑁𝑥1

− 𝑁𝑥2

𝑁𝑥1
− 𝑁𝑟

+
𝑐 ∙ 𝐿

𝑎 ∙ 𝜀𝑥1
+ 𝑏 ∙ 𝜀𝑥2

+ 𝑐 ∙ 𝜀𝑥3

∙
𝑁𝑟

𝐷𝑥3

∙  
𝑁𝑥1

− 𝑁𝑥3

𝑁𝑥1
− 𝑁𝑟

 

[=
𝐿

𝑎 ∙ 𝜀𝑥1
+ 𝑏 ∙ 𝜀𝑥2

+ 𝑐 ∙ 𝜀𝑥3

∙ (𝑏 ∙
𝑁𝑟

𝐷𝑥2

∙  
𝑁𝑥1

− 𝑁𝑥2

𝑁𝑥1
− 𝑁𝑟

+ 𝑐 ∙
𝑁𝑟

𝐷𝑥3

∙  
𝑁𝑥1

− 𝑁𝑥3

𝑁𝑥1
− 𝑁𝑟

)] 

 

（注）裏面には記載しないこと 
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公益社団法人 日本年金数理人会 

問題 20 ←問題番号を記入すること。 

𝑥歳の加入者 1人あたりの給付現価を𝑆𝑥、人数現価を𝐺𝑥とすると、 

 𝑆𝑥 =
𝐷𝑥𝑟

𝐷𝑥

∙ �̈�𝑥𝑟  

 𝐺𝑥 =
∑ 𝐷𝑥

𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

𝐷𝑥

 

 𝑃𝑥𝑒
=

𝑆𝑥𝑒

𝐺𝑥𝑒

=
𝐷𝑥𝑟

∙ �̈�𝑥𝑟 

∑ 𝐷𝑥
𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

 

𝑙𝑥
𝐴 = 𝑙𝑥𝑒

𝐴 − 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒)、𝑙𝑥
𝐵 = 𝑙𝑥𝑒

𝐵 − 𝑚(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒) +
𝑚

(𝑥𝑟−𝑥𝑒)2
(𝑥𝑟 − 𝑥)3より、 

 𝑙𝑥𝑒
𝐴 = 𝑙𝑥𝑒

𝐵 、𝑙𝑥𝑟
𝐴 = 𝑙𝑥𝑟

𝐵 ⋯① 

また、𝑥𝑒 < 𝑥 < 𝑥𝑟においては、𝑙𝑥𝑒
𝐴 = 𝑙𝑥𝑒

𝐵 より、 

 𝑙𝑥
𝐵 − 𝑙𝑥

𝐴 = 𝑙𝑥𝑒
𝐵 − 𝑚(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒) +

𝑚

(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
(𝑥𝑟 − 𝑥)3 − (𝑙𝑥𝑒

𝐴 − 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒)) 

    = −𝑚(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒) +
𝑚

(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
(𝑥𝑟 − 𝑥)3 + 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒) 

    = 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙ (1 −
𝑥𝑟 − 𝑥𝑒

𝑥 − 𝑥𝑒

+
(𝑥𝑟 − 𝑥)3

(𝑥 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
) 

    = 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙ (1 −
(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)3 − (𝑥𝑟 − 𝑥)3

(𝑥 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
) 

    = 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙ (1 −
((𝑥𝑟 − 𝑥𝑒) − (𝑥𝑟 − 𝑥)) ∙ ((𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2 + (𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥) + (𝑥𝑟 − 𝑥)2)

(𝑥 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
) 

       = 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙ (1 −
(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙ ((𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2 + (𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥) + (𝑥𝑟 − 𝑥)2)

(𝑥 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
) 

       = 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙
(𝑥 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2 − (𝑥 − 𝑥𝑒) ∙ ((𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2 + (𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥) + (𝑥𝑟 − 𝑥)2)

(𝑥 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
 

    = 𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙
(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙ ((𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2 − (𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2 − (𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥) − (𝑥𝑟 − 𝑥)2)

(𝑥 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
 

    = −𝑚(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙
(𝑥 − 𝑥𝑒) ∙ (𝑥𝑟 − 𝑥)((𝑥𝑟 − 𝑥𝑒) + (𝑥𝑟 − 𝑥))

(𝑥 − 𝑥𝑒)(𝑥𝑟 − 𝑥𝑒)2
< 0 (𝑥𝑒 < 𝑥 < 𝑥𝑟) 

よって、𝑙𝑥
𝐴 > 𝑙𝑥

𝐵   (𝑥𝑒 < 𝑥 < 𝑥𝑟) ⋯② 

②より、𝐷𝑥
𝐴 > 𝐷𝑥

𝐵   (𝑥𝑒 < 𝑥 < 𝑥𝑟) ⇒ ∑ 𝐷𝑥
𝐴𝑥𝑟−1

𝑥=𝑥𝑒
> ∑ 𝐷𝑥

𝐵𝑥𝑟−1
𝑥=𝑥𝑒

⇒ 𝐺𝑥𝑒
𝐴 > 𝐺𝑥𝑒

𝐵  

①より、𝐷𝑥𝑟
𝐴 = 𝐷𝑥𝑟

𝐵   ⇒ 𝐷𝑥𝑟
𝐴 ∙ �̈�𝑥𝑟 = 𝐷𝑥𝑟

𝐵 ∙ �̈�𝑥𝑟 ⇒ 𝑆𝑥𝑒
𝐴 = 𝑆𝑥𝑒

𝐵  したがって、 

 𝑃𝑥𝑒
𝐴 =

𝑆𝑥𝑒
𝐴

𝐺𝑥𝑒
𝐴

<
𝑆𝑥𝑒

𝐵

𝐺𝑥𝑒
𝐵

= 𝑃𝑥𝑒
𝐵 

 

（注）裏面には記載しないこと 


